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　新型インフルエンザが、流行期に入ってい
ます。市内でも１４６人の患者が発症し（９月
７日現在）、中学校、学童クラブ、児童館キ
ャンプなどでは集団発生がありました。また、
新学期を迎えた小学校では、学級閉鎖を行う
学校も出てきています。今後さらに感染が拡
大する見込みです。一人ひとりが感染予防に
努めましょう。 ��������� （健康課）

▼手洗いによる感染拡大防止
●● 石けんと流水で、手をこ
まめに洗いましょう。
●● 水が使えない場所では、
アルコール手指消毒剤も
有効です。

▼せきエチケットによる感染
拡大防止

●● せき、くしゃみの症状があるときはマスクをしま
しょう。
●● せき、くしゃみをするときは
口と鼻をティッシュなどで覆
いましょう。
●● せき、くしゃみをするときは
周りの人から顔をそむけまし
ょう。

▼その他個人が出来る予防策
●● 帰宅後の手洗い、うがい
●● 部屋の適度な湿度と換気
●● 規則正しい生活と十分な
休養
●● バランスのとれた食事と
水分補給

　石けんで、十分にこすり洗いを
し、水で洗い流すことで、ウイル
スは大幅に減少します。手洗い後
のタオルは共用せず、個人のもの
を持ちましょう。

　インフルエンザは、急激に３８度以上
の発熱、鼻汁もしくは鼻づまり、のど
の痛み、せきなどの症状が出ます。

　受診する医療機関が分からない方などは次の関係機関へ。

●南多摩保健所新型インフルエンザ相談センター　（�０４２
－３７１－７６６１平日午前９時～午後５時）

●新型インフルエンザ相談センター　（�０５７０－０３－１２０３
平日午後５時～翌朝午前９時および土曜・日曜日、祝日）

　※ＰＨＳ、ＩＰ電話は（�０３－５９７７－５６３８）へ

▼聴覚に障害のある方は、相談票（市ホームページに掲載）
に記入し、東京都保健医療情報センターひまわり（�０３
－５２８５－８０８０）へ

　妊婦や基礎疾患のある方は、重篤となる傾向があ
ります。かかりつけ医に事前に相談し、
早めに受診しましょう。

▼一般の方
　医療機関に事前に電話で連絡し、受診
の時間帯、受診方法などの指示を受けて
からマスクを着用して受診してください。

▼基礎疾患のある方
　慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、代謝性
疾患、腎機能障害、免疫機能不全などの
基礎疾患を有する方は、かかりつけの医
師に事前に必ず電話して、受診方法を確
認してから受診しましょう。

▼妊娠中の方
　かかりつけの産科医師に連絡し、受診
する医療機関の紹介を受けましょう。産
科医師が、医療機関にあなたの診療情報
を提供する場合があります。

　インフルエンザＡ型と診断された場合は、新型インフル
エンザである可能性が極めて高く、感染
防止のため次のことを守りましょう。

▼感染拡大防止のため守ること
●● 出来るだけ７日間は自宅に待機
●● 症状が出ている間は外出を控える
●● 家族への感染を防止のため、個室で療養を
●● 水分補給をこまめに
●● 定期的に部屋の換気を
●● 病院からの薬は、症状がなくなっても必ず最後まで飲み
きりましょう
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③指先・爪の間を 
念入りにこする

④指の間を洗う

⑦その後、十分
に水で流し、
清潔なタオル
などでよく拭
き取って乾か
す⑤親指と手のひらを 

ねじり洗いする
⑥手首も忘れずに洗う

①石けんをつけ、手の
ひらをよくこする

②手の甲をのばすよう
にこする
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　市では、秋以降の大流行
に備えて市の施設用に薬用
石けん、手指消毒剤などの
備蓄を行っています。
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汚れが残り
やすいところ
●● 指先や爪の間
●● 指の間
●● 親指の周り
●● 手首
●● 手のしわ

●● 爪は短く切っていますか？
●● 時計や指輪をはずしていま
すか？
●● 汚れが残りやすいところは
特に注意して洗います。
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